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すばる望遠鏡主焦点多天体分光器 FMOSは、主焦点面に配置した 400本の光ファイバーにより、多数の天体の
光をおよそ-60℃に冷やした 2台の分光器に導き、近赤外線域（0.9－ 1.8μｍ）のスペクトルを同時に得る装置
である。分光器は、低分散モード（R=500)と高分散モード（R=2200)を備え、夜光マスクミラーによりOH夜
光を除去し、より暗い天体を分光できる機能を備えている。

FMOSは 2008年中旬にファーストライトを迎え、様々な調整やトラブルの克服の末、2010年 5月より共同利
用が始まる予定である。これに向けて、我々は長時間積分における実際の性能評価、観測シーケンスの確立、そ
れに伴う様々な問題点の洗い出しを進めている。これまでの試験観測で、さまざまな連続光強度、輝線強度の天
体に対して長時間積分（最長で 4時間）を行い、実際の性能が評価できつつある。また、長時間の観測を行う上
で注意すべき点も分かってきた。

本講演では、これまでの試験観測データを用いて行なった連続光に対する S/Nの評価を報告し、長時間積分を
行う際に注意すべき点についても報告する。また、将来期待される FMOSを用いたサイエンスについても議論す
る予定である。


